令和６年度 第１回　大阪府外国人医療対策会議　議事概要

日時：令和６年10月２日（水）14時00分～15時50分
場所：府庁本館　５階　正庁の間

≪令和５年度　第２回　大阪府外国人医療対策会議の振り返り≫
○参考資料１～３に基づき、保健医療企画課より説明。

【大阪府24時間多言語遠隔通訳について】
· 今年度よりビデオ通話が追加されたが、相手の反応を見ながら対応ができるため好評である。だが、外来の場合、時間が流動的であり、現行の事前予約制を見直してほしい。

【おおさかメディカルネットについて】
· 医療機関のサポート体制について現場に情報が届くよう、広報が必要だと考える。
· 「自院で受入れ困難」な場合に、軽傷であっても拠点医療機関に紹介されるケースがある。今後は、クリニックでも外国人を受け入れられるよう体制整備が必要と考える。
· 受付から医師まで一貫して外国語対応できることが、外国人患者受入れ医療機関の条件となっており、対応力の底上げが必要となる。個人診療所などの規模であれば、ポケトークなどの機器があれば対応できると思う。今後はこうした医療機関のサポートが必要になると考える。
· 医療情報ネットでは、クレジットカード決済ができるか否か確認することはできるのか。
⇒確認可能である。使用可能なカード会社や電子決済の方法について医療機関ごとに掲載されている。


≪議題１　外国人患者受入れ地域拠点医療機関の追加選出状況について≫
○資料１に基づき、保健医療企画課より説明。

【拠点医療機関について】
· 重篤な症状の患者は拠点医療機関に案内し、軽い症状の患者は地域拠点医療機関に案内するという理解
でよいか。
　⇒地域拠点医療機関の中にも重症な症状に対応可能な病院は含まれており、担う役割によって分類されている。
· 外国人患者は拠点医療機関の考え方を含め、日本の医療システムについてわからない方が多い。軽傷の場合にかかるべき医療機関などの情報を伝えるべきだと考える。
　⇒現在、外国人向けに日本の医療のかかり方にかかる動画作成を進めており、動画を通じて理解促進を図る。
· 海外であれば、専門医に取り次ぐゲートキーパーとしての医師がいるなど、医療機関・医師の相互連携体制が成り立っているが、外国人受入れ拠点医療機関は、地域の診療所等と連携する仕組みはあるのか。
　⇒大阪府としても外国人患者を受け入れるにあたり、医療機関どうしの連携体制を構築することは重要と考えて　おり、連携体制構築にむけて取り組んでいく。


≪議題２　外国人患者受入れ拠点・地域拠点医療機関連絡調整会議の議事内容について≫
≪議題３　令和６年度の外国人医療体制整備事業の実施状況及び令和７年度に向けた方向性（案）について≫
○資料２－１、２－２、３－１、３－２に基づき、保健医療企画課より説明。

【令和６年度実施事業について（多言語遠隔医療通訳コールセンター）】
· 今年度からフランス語対応が追加されているが、在留外国人統計では、2019年から2023年にかけて、ネパールやミャンマー、スリランカ等の在留外国人が４倍に増加している。こういった在留外国人の言語のニーズが高まることから、対応を検討してほしい。
　⇒対応については、業者との調整が必要だが、検討していきたい。
· 在留外国人については、外国人患者受入れ医療機関として登録していない医療機関が診ているケースが多く、在留外国人対応についても検討してもらいたい。

【令和７年度に向けて検討するポイントについて】
（各病院の役割について）
· 今年度、外国人患者受入れ医療機関になる医療機関に対し、外国人患者対応にかかる備品購入補助を行っているが、今後は、希望する個人診療所等向けに、適切な予算規模でポケトークなどの備品購入費を補助することで、拠点医療機関に外国人患者が集中しないよう、バランスをとるための環境整備をするべきと考える。

（研修について）
· 東京都ではオリンピック・パラリンピックを見据え、医療従事者の外国人対応研修を行った。医療従事者が外国人対応について後ろ向きにならないようなセミナーを開催すべきではないか。
　⇒外国人患者受入れにあたっては、現場の医師レベルで困難という声を聞く。
　　 外国人患者の対応力の向上は重要と考えているため、対象を明確にした上で効果的な研修事業を実施する。
· 看護協会においても、外国人患者受入れにかかる対応研修を行っている。
· 薬剤師会においても、薬局で使用できる多言語対応マニュアルや指指しシートを作成しており、今後使い方について考えていく必要がある。

（未収金対策）
· 在留外国人と訪日外国人を比較すると、後者の方が金額も大きく対策が必要。外国人観光客の受入れを進めるのであれば、並行して未収金対策を推進するべき。
　⇒大阪府としては、ワンストップ相談窓口において、未収金発生の未然防止だけでなく、発生後の相談を受けつけ、適切なアドバイスを行っている。また、今年度は医療のかかり方動画を作成し、海外旅行保険の加入勧奨を行う予定であり、引き続き効果的な対応策を検討していきたい。
· 積極的に外国人患者を受けていている医療機関は未収金の補填をするなど検討すべきではないか。
　⇒国に対し、全国一律の未収金補填制度を策定するよう要望しているが、府としてできることとして、今後は府内医療機関の未収金補償保険の加入状況などについて調べていきたい。
· 府内医療機関の未収金の状況について把握した上で、拠点医療機関等に対し、対応策について、わかりやすい周知を行うべきと考える。

（「おおさかメディカルネット for Foreigners」の周知について）
· 「おおさかメディカルネット for Foreigners」の周知については、デジタル媒体やSNSの周知も検討してはどうか。
⇒より多くの来阪外国人観光客に認知してもらうため、SNSによる周知も今後検討する。

· 大阪観光局のコールセンターには、医療の問い合わせも多いため、「おおさかメディカルネット for Foreigners」の周知については、積極的に協力したい。


≪その他　万博開催に伴う救急医療体制について（情報提供）≫
○資料４に基づき、医療対策課より説明。


以　上
